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(57)【要約】
温度計は、温度センサと、計算回路と、無線通信回路と
を有する。計算回路はメモリおよびプロセッサを有し、
１つまたは複数の測定値に基づいて患者の温度を計算す
ることを含む温度計の様々な機能を実行するととともに
この温度をメモリに記憶するプログラムコードをメモリ
は記憶する。プロセッサは、また、測定値が取得された
時間を記憶し、記憶された温度と関連付けてもよい。無
線通信回路および計算回路は、外部装置との無線通信リ
ンクを確立するために使用され、メモリに記憶された温
度値を外部装置に提供する。記憶された温度の関連付け
られた時間はまた、外部装置に伝達されてもよい。外部
装置は、温度測定値を見るため、及び温度計を構成する
ために使用可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者から温度測定値を取得し、対応するセンサ信号を生成するための少なくとも１つの
センサと、
　前記センサに結合され、前記センサ信号を受信するとともに対応する温度値を計算する
ように構成された計算回路と、
　前記計算回路に結合された無線通信回路と、を備え、
　前記無線通信回路および前記計算回路は、外部装置との無線通信リンクを確立して、前
記外部装置に前記温度値を提供するように集合的に構成されている温度計。
【請求項２】
　前記計算回路は、前記センサから複数の温度測定値を収集するとともに、前記無線通信
リンクを使用して、対応する複数の温度値を前記外部装置に提供するように構成されてい
る、請求項１に記載の温度計。
【請求項３】
　前記複数の温度値は、前記外部装置のディスプレイ上にリアルタイムで提示するために
前記外部装置に提供される、請求項２に記載の温度計。
【請求項４】
　前記計算回路は、メモリとプロセッサとを備え、前記プロセッサは、前記温度値を前記
メモリに記憶するように構成されている、請求項１に記載の温度計。
【請求項５】
　前記プロセッサは、前記通信リンクの確立に応答して、前記メモリに記憶された前記温
度値を前記通信リンクを介して前記外部装置に提供するように構成されている、請求項４
に記載の温度計。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記外部装置に以前提供された前記温度値を有することに応答して
、前記外部装置に提供されたと前記メモリに記憶された前記温度値を識別し、または前記
温度値を前記メモリから削除するように構成されている、請求項５に記載の温度計。
【請求項７】
　前記計算回路はクロックをさらに備え、前記プロセッサは、前記温度値に対応する前記
メモリ内に、前記クロックによって提供される日付、時間、またはその両方を記憶するよ
うにさらに構成されている、請求項４に記載の温度計。
【請求項８】
　前記プロセッサは、前記通信リンクを使用して、前記温度値に対応する前記日付、時間
、またはその両方を前記外部装置に提供するようにさらに構成されている、請求項７に記
載の温度計。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記通信リンクを使用して前記外部装置から構成情報を取得すると
ともに、前記構成情報を前記メモリに記憶するように構成されている、請求項４に記載の
温度計。
【請求項１０】
　前記無線通信回路および前記計算回路は、１つまたは複数の無線信号に基づいて前記温
度計の位置を推定するようにさらに集合的に構成されている、請求項４に記載の温度計。
【請求項１１】
　前記計算回路は、前記温度計の位置を前記患者に関連付けるようにさらに構成されてい
る、請求項１０に記載の温度計。
【請求項１２】
　前記計算回路は、複数の患者に関する情報およびそれぞれの患者データを前記メモリに
記憶するようにさらに構成されている、請求項４に記載の温度計。
【請求項１３】
　前記計算回路に結合される入力装置をさらに備え、前記計算回路は、前記メモリに記憶
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された前記複数の患者に関する情報の中から特定の患者に関する情報を選択するようにさ
らに構成されている、請求項１２に記載の温度計。
【請求項１４】
　前記無線通信回路および前記計算回路は、前記メモリに記憶された前記複数の患者に関
する前記情報の中から特定の患者に関する情報を選択するようにさらに集合的に構成され
ている、請求項１２に記載の温度計。
【請求項１５】
　前記計算回路によって制御可能な少なくとも１つの照明装置をさらに備えて異常温度、
正常温度および前記温度計のステータスの１つまたは複数を示す、請求項１に記載の温度
計。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの照明装置は、赤色発光ダイオード（ＬＥＤ）と緑色ＬＥＤとを備
え、前記緑色ＬＥＤは正常温度が測定されたときに発光し、前記赤色ＬＥＤは異常温度が
測定されたときに発光する、請求項１５に記載の温度計。
【請求項１７】
　前記計算回路によって制御可能な照明装置をさらに備えて前記温度測定値のステータス
を示す、請求項１に記載の温度計。
【請求項１８】
　前記温度値は前記センサ信号に基づく変換温度値である、請求項１に記載の温度計。
【請求項１９】
　前記温度値はセンサ信号から取得される生の温度値である、請求項１に記載の温度計。
【請求項２０】
　前記無線通信回路および前記計算回路は、前記外部装置が変換温度値を計算することを
可能にするのに十分な追加の生データを前記外部装置に提供するようにさらに集合的に構
成されている、請求項１９に記載の温度計。
【請求項２１】
　前記無線通信回路および前記計算回路は、前記センサ信号を受信し、前記対応する温度
値を計算し、前記外部装置から信号を受信することに応答して前記温度値を前記外部装置
に提供するようにさらに集合的に構成されている、請求項１に記載の温度計。
【請求項２２】
　患者の温度値を提供するための方法であって、
　温度計と無線通信リンクを確立することと、
　前記無線通信リンクを利用して前記温度計から少なくとも１つの温度測定値を取得する
ことと、
　前記温度測定値を利用してディスプレイ上に対応する温度値を提示することと、を備え
、
　前記ディスプレイは前記温度計と分離した装置上にある方法。
【請求項２３】
　前記温度値は前記温度測定値の生の値である、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記温度値は前記温度測定値に基づく変換温度である、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記温度計から取得した前記温度測定値は前記変換温度である、請求項２４に記載の方
法。
【請求項２６】
　前記温度測定値を利用して前記変換温度を計算することをさらに備える、請求項２４に
記載の方法。
【請求項２７】
　前記無線通信リンクを利用して前記温度計から複数の温度測定値を取得することと、
　前記温度測定値を利用して、対応する温度値をディスプレイ上に提示し、前記患者の温
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度測定プロセスの進行を示すことと、
　をさらに備える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２８】
　前記無線通信リンクを利用して構成情報を前記温度計に提供することをさらに備える、
請求項２２に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ディスプレイは無線通信装置上にある、請求項２２に記載の方法。
【請求項３０】
　プログラムを前記無線通信装置にダウンロードすることをさらに備え、前記プログラム
は、前記無線通信装置によって実行されるように構成され、前記温度計との前記無線通信
リンクを確立するとともに、前記ディスプレイ上に対応する温度を提示する、請求項２９
に記載の方法。
【請求項３１】
　患者の温度測定値を提供するための方法であって、
　温度計のセンサを使用して前記患者から温度測定値を取得することと、
　前記温度計と外部装置との間に無線通信リンクを確立することと、
　前記外部装置が対応する温度値をディスプレイ上に提示できるように、前記無線通信リ
ンクを利用して少なくとも前記温度測定値を前記外部装置に提供することと、
　を備え、
　前記ディスプレイは前記温度計上にはない、方法。
【請求項３２】
　患者の温度を表示するための装置であって、
　温度計と通信可能な無線通信回路と、
　ディスプレイと、
　前記無線通信回路および前記ディスプレイに結合された処理回路であって、前記処理回
路は、
　前記温度計との無線通信リンクを確立し、
　前記温度計から複数のセンサ信号を受信し、
　前記複数のセンサ信号を利用して、前記温度計によって実行される温度取得プロセスの
表示の進行を提示し、
　前記ディスプレイ上に前記患者の変換温度値を提示する
　ように構成されている処理回路と、
　を備える装置。
【請求項３３】
　前記処理回路は
　前記ディスプレイ上に複数の温度モードのオプションを提示し、
　前記複数の温度モードのうちの１つを受け入れる、ユーザからの入力を受け付け、
　前記選択された温度モードに従って前記ディスプレイ上に前記患者の変換温度値を提示
する
　ようにさらに構成されている、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記処理回路は、前記選択された温度モードを前記温度計に提供するようにさらに構成
されている、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記装置は前記変換温度値を前記温度計から取得する、請求項３２に記載の装置。
【請求項３６】
　前記装置は、前記温度計から取得した１または複数の前記センサ信号に基づく前記変換
温度値を計算する、請求項３２に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本出願は、その内容が参照により本明細書に組み込まれる、２０１４年９月２２日に出
願された米国仮出願第６２/０５３,５７９号の利益を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、一般に温度測定に関する。特に、様々な実施形態は、無線機能を有し温度測
定値を別の装置に提供する医療用温度計に関する。
【０００３】
　接触温度計および非接触温度計の両方を含む様々な種類の温度計が知られている。接触
型温度計は、一般に、患者と、サーミスタなどを有するセンサ構成要素との間の伝達に依
存して、センサ構成要素の加熱を生じ、そして加熱が検出され、患者の対応する温度に変
換される。非接触温度計は、患者の中または患者上の特定の場所から測定された放熱に依
存して、放熱がサーモパイルなどの放熱センサによって検出され、対応する患者温度に変
換される。使用される特定の種類のセンサの出力を、および、場合によっては周囲温度を
使用して、患者の温度の対応する種類、例えば、口腔温度、鼓膜温度、中核温度などを生
成する様々なアルゴリズムが知られている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　使用される基本的な検出技術および変換技術にかかわらず、いずれの場合にも、温度計
は、計算した温度をユーザに提示するディスプレイを必要とする。このディスプレイは、
温度計に余分な費用を追加し、温度計ハウジングに追加のスペースを必要とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述の観点から、温度測定値を外部装置に伝達することができ、したがって、関連する
構成要素および付随するコストと共に、温度計がディスプレイを有する必要性を軽減する
温度計が必要である。
【０００６】
　一実施形態によれば、温度計は、患者から温度測定値を取得するとともに対応するセン
サ信号を生成するためのセンサを有する。温度計の計算回路は、センサに結合され、セン
サから取得された１つまたは複数の測定値に基づいて患者の対応する温度を計算するよう
に構成されている。計算回路は、メモリとプロセッサとを有する。メモリは、プロセッサ
によって実行可能なプログラムコードを有し、プロセッサに、１つまたは複数の測定値に
基づいて患者の温度を計算することを含む温度計の様々な機能を実行させ、この温度をメ
モリに記憶させる。プロセッサは、測定値が取得された時間を記憶し、記憶された温度と
関連付けてもよい。温度計はまた、計算回路に結合された無線通信回路を有する。無線通
信回路および計算回路は、外部装置との無線通信リンクを確立するように集合的に構成さ
れ、メモリに記憶された温度値を外部装置に提供する。記憶された温度の関連付けられた
時間、および他の情報は、外部装置に伝達されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　本明細書で開示される様々な態様および実施形態は、同様の参照符号は同様の構成要素
を参照する添付の図面と併せて読むと、よりよく理解されるであろう。本発明の態様を説
明する目的のために、いくつかの好ましい実施形態が図面に示されている。しかしながら
、本発明は、示された正確な配置、構造、特徴、実施形態、態様、および装置に限定され
ず、示された配置、構造、特徴、実施形態、態様および装置は、単独で使用されてもよく
、他の配置、構造、特徴、実施形態、態様および装置と組み合わせて使用されてもよい。
図面は、必ずしも縮尺通りに描かれておらず、本発明の範囲を限定するものではなく、本
発明の図示された実施形態を明確にするために単に提示されたものである。これらの図で
は、
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【０００８】
【図１】図１は、実施形態の温度計の斜視図である。
【０００９】
【図２Ａ】図２Ａは、図１に示す温度計の様々な内部の構成要素を示す。
【００１０】
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａに示す実施形態の計算モジュールの様々な態様を示す。
【００１１】
【図３】図３は、外部計算装置と通信する、図１の温度計を示す。
【００１２】
【図４】図４は、図３に示す外部計算装置のためのユーザインタフェースの態様を示す。
【００１３】
【図５】図５は、図３に示す外部計算装置のユーザインタフェースの別の態様を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は、実施形態の温度計１００の斜視図である。接触温度計が示されているが、本説
明は非接触温度計にも適用可能であることが理解されよう。温度計１００は、センサ部１
０４および電子部１０６を含む本体１０２を有する。本体１０２は、図示のようにスティ
ック温度計として構成されてもよい。しかし、本体１０２は、額温度計、腋窩温度計、鼓
膜温度計などの他の種類の温度計用に構成されてもよい。温度計１００に使用することが
できる温度計の種類およびセンサの構成の非限定的な例は、その内容が参照により本明細
書に組み込まれる「身体中核温度を測定するための医療用温度計」と題する米国特許第７
，７８５，２６６号、その内容が参照により本明細書に組み込まれる「屈曲プローブを有
する口腔体温計」と題する米国特許出願公開第２０１１／０１３７２０１号、および、そ
の内容が参照により本明細書に組み込まれる「迷放射線遮蔽体を有する非接触医療用温度
計」と題する米国特許出願公開第２０１１／０２２８８１１号を含む。しかし、他のセン
サの種類および構成も可能であることは理解されよう。
【００１５】
　センサ部１０４は、患者から温度測定値を取得するための適切な電子機器および材料を
有し、接触および/または非接触構成要素を有してもよい。センサ部１０４は、電子部１
０６に接続され、測定値に対応して信号を電子部１０６に提供し、電子部１０６が患者の
対応する温度値に変換する。温度値は、センサ部１０４から取得される実際の温度、また
はセンサ部１０４からの１つまたは複数の測定値に基づく変換温度を含む、任意の適切な
値であってもよい。変換温度は、例えば、人の中核温度、人の口腔温度、人の鼓膜温度、
または患者の任意の他の適切な温度を示すことができる。センサ部１０４からの１つまた
は複数の温度測定値をそのような変換温度値に変換するアルゴリズムが知られており（上
述の米国特許文献に記載されている例を含むが、これに限定されるものではない）、その
ような変換温度値および関連アルゴリズムが電子部１０６によって使用されてもよい。あ
るいは、電子部１０６は、センサ部１０４から生データを外部装置１０に提供してもよく
（その生データは、患者の温度測定値またはそのデータ、任意には、周囲環境、センサ部
１０４の温度またはセンサ部１０４内の温度、または他の所望の情報を含んでいてもよく
）、そして外部装置１０は変換を実行する。本体１０２はまた、ユーザの入力装置として
使用され得る１つまたは複数のボタン１０８などを備えていてもよく、温度計１００をオ
ンまたはオフにし、温度計１００のいくつかの機能またはモードを選択し（例えば、実行
する温度変換の種類）、検査される患者を示す。好ましい実施形態では、本体１０２は、
数値の温度データをユーザに提示するためのスクリーンを有しないが、他の実施形態では
、スクリーンを設けてユーザとのインタフェースに使用することができる。
【００１６】
　図２Ａに示すように、電子アセンブリ１１０は、電子部１０６内に配置され、１つまた
は複数のボタン１０８とセンサ部１０４内に配置されたセンサアセンブリ１２０との両方
に電気的に接続される。センサアセンブリ１２０は、患者の温度の物理的測定値を取得す
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るのに必要な任意の電子機器および関連構成要素を有し、例えば、（１）患者から温度測
定値を取得するターゲットセンサ、（２）患者の周囲の温度を測定するための周囲温度セ
ンサ、および（３）温度計１００自体の温度、より具体的には、ターゲットセンサの温度
を測定する装置温度センサ、のうち１つまたは複数を備えてもよい。１つまたは複数のセ
ンサからの測定値に関連するデータは、単一または複数の信号線１２２上に置かれ、電子
アセンブリ１１０に送信される。
【００１７】
　電子アセンブリ１１０は、単一または複数の信号線１２２からセンサ信号を受信し、こ
れらのセンサ信号を患者の対応する変換温度に変換する計算モジュール１１２を有する。
この変換は、好ましくは、所望の温度変換の種類（例えば、口腔、直腸、腋窩、鼓膜など
）およびセンサパッケージ１２０（サーミスタ、サーモパイル、熱電対など）に使用され
るターゲットセンサの種類に基づく。計算はまた、周囲温度に基づいてもよい。生のセン
サデータから変換患者温度への計算は、既知または適切なアルゴリズムに基づくものであ
ってもよく、ルックアップテーブルに基づくものであってもよい。図２Ｂに示さないが、
計算モジュール１１２は、好ましくは、メモリ２０６と、日付、時間、または好ましくは
両方を追跡するクロック２０２とに結合されたプロセッサ２０４を有する。この構成は、
例えば、これらの所望の構成要素のすべてを単一のパッケージ内に有するチップ上のシス
テムによって提供することができることは理解されよう。メモリ２０６は、プロセッサ２
０４によって実行され得るプログラムコード２０８を有し、センサアセンブリ１２０から
センサ信号を読み取ること、これらの信号を対応する温度に変換すること、クロック２０
２を読み取って温度測定が行われた日付および時間を確立すること、およびメモリ２０６
の温度測定値をメモリ２０６のデータ部２１０に記憶することを含む様々な機能をプロセ
ッサ２０４に実行させる。したがって、メモリ２０６は、当技術分野で知られているよう
に、揮発性メモリと読み取り可能/書き込み可能不揮発性メモリの両方を有することが好
ましい。
【００１８】
　データ部２１０は、例えば、温度計１００を構成するためにプロセッサ２０４によって
使用される構成データ２１２を有することができる。例えば、構成データ２１２は、実行
する温度変換の種類（口腔、鼓膜、直腸、腋窩、中核等、または、なし、例えば、センサ
アセンブリ１２０によって測定された実際の温度）を示すことができる。構成データ２１
２はまた、温度変換を助けるためのセンサアセンブリ１２０の較正データを記憶でき、患
者名または他の識別特性を保持でき、温度計１００の機能を管理するのに適した他のデー
タを記憶することもできる。
【００１９】
　データ部２１０はまた、患者データ２１４のテーブルを有することができる。テーブル
２１４の各エントリ２１６は、患者から作られた測定に対応することができ、例えば、（
１）患者の温度、（２）中核、鼓膜、口腔、直腸、実際などの温度に対応するもの（現在
の構成データ２１２から取得されるような）、（３）測定が行われた時間（クロック２０
２から取得されるような）、（４）患者の識別子（例えば、現在の構成データ２１２から
取得されるような）、（５）センサアセンブリ１２０から取得された基本となる生のセン
サデータ、および（６）他の適切な情報、の１つまたは複数を含んでもよい。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、計算モジュール１１２は、１つまたは複数のボタン１０８に
電気的に結合され、構成データ２１２に反映されてもよい温度計１００の機能をユーザが
変更することを可能にする。例えば、計算モジュール１１２は、パワーオフまたはパワー
オンのインジケータとしてボタン１０８を３秒以上押し続けることを解釈し、それに応じ
て低電力静止状態または高電力アクティブ状態に入るようにプログラムされることができ
る。ボタン１０８の比較的早いダブルクリックは、例えば、口腔から鼓膜、鼓膜から腋窩
、腋窩から直腸、直腸から口腔などのような温度計の別のモードに循環する指示として解
釈することができ、当該指示は次いで、構成データ２１２に記憶され、温度変換を実行す
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るときに使用される。トリプルクリックは、例えば、摂氏度と華氏度との間の切替を示し
てもよく、当該切替も構成データ２１２に記憶され、温度変換に使用されてもよい。他の
入力スキーマも可能であり、スライドまたはポジションセンシティブのボタンあるいはノ
ブを使用してモードを選択すること、それぞれの機能に複数のボタンを使用することなど
を含む。しかしながら、他の実施形態では、温度計１００は、ボタン、ノブ、スライダな
ど１０８を有せず、したがって、可視のユーザ入力装置がない。
【００２１】
　ユーザ入力装置を備える実施形態では、温度計１００は、温度が測定される異なる患者
を示すように割り当てられたボタン、スイッチまたはスライダ１０８を有することができ
、当該温度は必要に応じて構成データ２１２に記憶されてもよい。いくつかの実施形態で
は、温度を測定するとき、ユーザは、まず、ボタン、スライダなど１０８を、温度が測定
される患者を示す位置または状態に移動させることができる。他の実施形態では、温度計
１００は、ＷｉＦｉ（登録商標）信号（以下、ＷｉＦｉ信号）、近距離通信（ＮＦＣ）信
号などの、無線モジュール１１４から取得された信号情報を使用して、温度計１００の位
置を推定し、温度計１００の位置を、患者の選択または識別ボタン１０８と類似または同
等である患者と関連付けることができる。特に、温度計１００は、１つまたは複数の無線
信号の強度を測定でき、これらの強度を温度計１００の物理的位置に関連付けることがで
き、当該物理的位置は患者と関連付けることができる。例えば、温度計１００は、家庭内
のＷｉＦｉ（登録商標）ルータ（以下、ＷｉＦｉルータ）等の信号強度を測定してもよく
、温度計１００が部屋から部屋に移動されると、ルータＷｉＦｉ信号強度はそれに応じて
変化する。これらの変化に基づいて、温度計１００は、信号ＷｉＦｉ（登録商標）強度を
対応する患者に関連付けてもよい。したがって、この無線信号強度情報は、メモリ２０６
に記憶でき、特定の患者に関連付けることができる。その後、計算モジュール１１２は、
例えば、測定されたＷｉＦｉ信号強度に基づいて、測定された各温度を決定された患者に
日付/時間および温度種類とともに関連付け、対応するメモリエントリ２１６にこの情報
を記憶する。
【００２２】
　電子アセンブリ１１０はまた、計算モジュール１１２と通信して計算モジュール１１２
によって制御することができる無線モジュール１１４を有する。無線モジュール１１４は
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）（ＩＥＥＥ８０２.１５.１）、ＵＷＢ（ＩＥＥＥ８０
２.１５.３）、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）（ＩＥＥＥ８０２.１５.４）及びＷｉＦｉ（登
録商標）（ＩＥＥＥ８０２.１１ａ/ｂ/ｇ）のような、これらに限定されないが、別の装
置との通信を確立する当技術分野で知られている任意の適切な無線システムであってもよ
い。計算モジュール１１２は、無線モジュール１１４にデータを提供することができ、無
線モジュール１１４は、無線で別の装置に転送することができる。このようにして、温度
計１００は、例えば、無線モジュール１１４と対になっている別の無線装置と温度測定値
および関連データを共有することができる。無線モジュール１１４はまた、別の無線装置
からデータを受信し、計算モジュール１１２に提供してもよい。このようにして、別の装
置は温度計１００の機能を制御するために使用されてもよく、その後、要望に応じて構成
データ２１２に対応する更新を行うことができる。
【００２３】
　最後に、電子アセンブリ１１０は、計算モジュール１１２および無線モジュール１１４
に電力を供給するために使用されるバッテリ１１６を有する。バッテリ１１６は、再充電
可能であってもよいし、または、使い捨てであってもよい。本体１０２の扉等が、バッテ
リ１１６の容易な交換を可能にするように、バッテリ１１６が格納されている区画へのア
クセスを提供してもよい。
【００２４】
　図３および図４に示すように、電子アセンブリ１１０、特に無線モジュール１１４を使
用して、温度計１００は、携帯電話、パーソナルコンピュータなどのような別の計算装置
１０と、装置１０，１００間に無線通信リンク２を確立することによって、通信してもよ
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い。計算装置１０は、プロセッサ、メモリおよびプロセッサによって実行可能な関連する
プログラムを備える処理回路を有し、装置１０に、温度計１００との通信を確立させ、デ
ィスプレイ１２上に存在するユーザインタフェース１４を介して温度計１００に関連する
様々な機能をサポートさせる。このプログラムは、例えば、当技術分野で知られているよ
うに、計算装置１０のユーザが次の実行のために計算装置１０にダウンロードおよびイン
ストールするアプリケーションまたは「アプリ」であってもよく、本明細書に記載の温度
計１００に関連する外部装置１０の機能を提供する。例えば、計算装置１０上のプログラ
ムは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）のような適切なプロトコルを使用して温度計１０
０を計算装置１０と対にするために使用することができる。その後、外部計算装置１０に
無線上で近接している場合、温度計１００は自動的に通信リンク２を確立し、したがって
外部装置１０と通信する。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、温度計１００は、温度が測定されているときにセンサ部１０
４の温度上昇を自動的に感知し、それに応答して温度データを収集して処理を開始する。
温度計１００が患者の温度を測定するために使用されるとき、温度計１００は、通信リン
ク２を存在する場合は使用して、計算装置１０上のプログラムと通信し、結果としての温
度測定値および関連するデータを同時に外部計算装置１０に送信し、計算装置１０からコ
マンドを受信することもできる。また、計算装置１０は、この温度および関連するデータ
をそのディスプレイスクリーン１２上に表示することができ、また、温度計１００に別の
温度を測定させるように指示し、患者インジケータを変更させるように指示するなど、ユ
ーザインタフェース１４を提示して温度計１００の動作態様を制御することができる。好
ましい実施形態では、温度計１００は、温度測定データのストリームを計算装置１０に送
信する。計算装置１０は、このデータを使用して、温度計によって実行されている温度測
定プロセスのディスプレイスクリーン１２上にリアルタイム進行レポートを提示する。例
えば、ディスプレイスクリーン１２は、視覚的な方法で、数字で、または両方で、スクリ
ーン１２上に温度上昇を示してもよく、これにより、測定が進行中であることをユーザが
見ることができる。示された温度は、例えば、センサアセンブリ１２０から取得された生
のまたは変換された温度測定値であってもよい。測定が完了すると、計算装置１０は、最
終的な変換温度を、変換の種類とともにスクリーン１２に表示することができる。また、
測定プロセスが完了すると、温度計１００は、ユーザに音声および/または視覚信号を提
供してもよい。通信リンク２から受信した温度計構成の変更は、構成データ２１２に反映
することができる。
【００２６】
　温度測定プロセスが開始されたときに通信リンク２が存在しないことを温度計１００が
検出すると、温度計１００は、好ましくは、温度測定値およびその関連データを計算モジ
ュール１１２のメモリに記憶する。温度計１００は、音声および/または視覚インジケー
タをユーザに提供し、温度測定が進行中であること、および温度測定プロセスが完了した
ことを示す。リンク２が最終的に確立されると、新しい測定データ２１６をディスプレイ
１２に提示するために計算装置１０に提供することができる。
【００２７】
　計算装置１０のプログラムは、ディスプレイ１２上にユーザインタフェース１４を同様
に提供してもよく、温度モード（口腔、鼓膜、腋窩など）を設定すること、温度計１００
をデフォルト状態にリセットすること、測定パラメータ（例えば、摂氏度または華氏度、
計算モジュール１１２の内部時計の設定、温度の種類の設定、患者インジケータの設定）
を設定またはオーバーライドすること、複数または１つのボタン１０８の位置を患者に割
り当てること、または、測定されている特定の患者を適切な信号によって示すこと、など
のような温度計１００の管理機能をサポートし、ユーザによって選択されたこれらの管理
機能の結果は、次に、温度計１００に送信されてもよく、それとともに、計算モジュール
１１２が構成データ２１２を更新し、それに応じてその機能を調整する。したがって、多
くのまたはすべてのユーザ入力/出力機能を外部計算装置１０にオフロードすることがで
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き、したがって、必要な構成要素の数および温度計１００の付随するコストを削減するこ
とができる。ユーザインタフェース１４は、患者プロフィール（図５に示すような名前、
年齢、位置など）を作成し、患者に測定値を割り当て、保存された測定値を削除するなど
、温度計１００によって測定されて外部装置１０に記憶された温度を管理するために使用
されてもよい。患者プロフィールデータ、特に患者年齢の関連する態様は、外部装置１０
から温度計１００にダウンロードされてもよく、温度計１００が、温度を計算するとき、
または温度計のいくつかの機能を制御するときに使用してもよい。
【００２８】
　好ましい実施形態では、その内容が参照により本明細書に組み込まれる「色が変化する
表示部を有する体温計」と題する米国特許第７,３５０,９７３号に記載されるように、外
部装置１０のユーザインタフェース１４は、もしあれば、測定された熱の重症度に基づい
て、スクリーン１２上に提示された温度の色、または類似の視覚インジケータを、すなわ
ち、正常温度に緑色を、昇温した温度に黄色を、熱のある状態に赤色を設定することがで
きる。より好ましくは、ディスプレイ１２上の温度状態を示すために使用される特定の色
に関連付けられた温度範囲は、患者の年齢に基づいていてもよく、当該患者は、温度計１
００から取得された関連付けられたデータ２１４から取得された患者インジケータから決
定され、または、患者インタフェース１４を介してユーザによって続いて示され、入力さ
れた患者プロフィールデータ２１４に関連付けられる。このような年齢に基づく計算は、
例えば、その内容が参照により本明細書に組み込まれる「年齢特定特徴選択を有する温度
計」と題する米国特許出願第１２/９６６,６９７号に開示されている。特定の色に関連付
けられた温度範囲は、口腔、鼓膜などのような、温度が測定された患者の位置に基づいて
もよい。好ましくは、ユーザインタフェース１４は、スクリーン１２上に視覚的な表示を
提示し、関連する温度および色インジケータとともに、測定された温度の種類（口腔、鼓
膜など）および患者の年齢範囲（乳児、子供、大人など）を示す。この表示は、例えば、
患者の年齢範囲に基づいてスクリーン１２上に提示された乳児、子供、または大人の写真
、または年齢範囲を示すテキストの隣のチェックボックスなど、または他の適切な表示で
あり得る。代替の実施形態では、温度計１００の本体１０２は、年齢範囲に基づいて発光
する、計算モジュール１１２によって制御可能な１つまたは複数のＬＥＤなどを有しても
よい。例えば、発光した単一のＬＥＤは乳児を示すことができ、発光した２つのＬＥＤは
子供を示すことができるなど、または、複数のＬＥＤは、年齢範囲を示す本体１０２上の
テキストを発光することができ、あるいは、発光して年齢範囲の図形表示を提示すること
ができる。
【００２９】
　温度計１００の計算モジュール１１２は、記録されたが外部装置１０には提供されなか
った、メモリ２０６に記憶された最後の測定値２１６を追跡してもよく、新しい通信リン
ク２が確立されたとき、これらの最新の温度測定値２１６およびそれらの関連データを外
部装置１０に送信してもよい。したがって、通信リンク２の確立に応答して、計算モジュ
ール１１２は、以前に外部装置１０に提供されていない温度測定値２１６についてそのメ
モリ２０６をスキャンし、無線モジュール１１４を使用してそのような測定値２１６を外
部装置１０に提供してもよい。このようにして、温度計１００は外部計算装置１０に温度
測定値を「プッシュ」することができる。そのような「プッシュ」された測定値は、温度
計１００のメモリ２０６から削除されてもよいし、外部装置１０の識別子を、装置１０に
「プッシュ」された温度入力データ２１６に関連付けることなどによって、ダウンロード
されたときにタグ付けされてもよい。特定の日付または時間範囲を超える温度データ２１
６は、メモリ２０６から自動的に削除されてもよい。あるいは、外部装置１０上のアプリ
ケーションのユーザインタフェース１４は、ユーザが温度計１００のメモリ２０６に記憶
された温度データ２１６を管理および削除できるようにしてもよい。受信された測定値２
１６が、患者ＩＤなどの患者のインジケータを含まない場合、外部装置１０は、ディスプ
レイ１２にプロンプトを提示して、ユーザがそれぞれの患者識別子を入力できるようにし
てもよい。この温度関連情報は、その後の処理および表示のために外部装置１０のメモリ
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に記憶することができる。
【００３０】
　好ましくは、外部装置１０に温度測定値２１６を提供するとき、各温度測定値２１６は
、例えば、（１）測定が行われた日付および時間、（２）口腔、直腸、腋窩、鼓膜などの
ように計算または決定された温度の種類、（３）患者識別子（すなわち、関連する患者イ
ンジケータボタンまたはスライダ１０８の位置または状態、温度計１００の物理的位置、
または外部装置１０によって先に提供された名前/識別子）、および（４）周囲温度、生
のセンサデータなどの他の関連データ、を含むその関連付けられたデータとともに送信さ
れる。外部装置１０は、患者の温度の数値だけでなく、温度が測定されたとき、表示する
温度の種類、および患者の名前（または、例えば関連付けられた番号）を表示することも
できる。生のセンサデータが測定値データ２１６を備えている場合、アプリケーションプ
ログラムは、それ自体で変換温度を計算し、その変換温度をディスプレイ１２に提示して
もよい。外部装置１０のアプリケーションプログラムはまた、患者の進行を時間の関数と
して見ることができるように、所定数の温度測定値を追跡し、それらを温度計１００から
要求し、それらをディスプレイ１２上に表示してもよい。この複数の温度測定値は、例え
ばチャートとして柱状でディスプレイ１２上に提示することができ、または、温度対時間
のグラフなどのより視覚的に表示されてもよい。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、温度計１００は、通信リンク２を使用して、センサアセンブ
リ１２０から取得さられた生データを計算装置１０に送信することができる。このデータ
は、例えば毎秒１０回の読み取りなどの所定の頻度で連続的に出力されてもよく、周囲温
度センサおよび目標温度センサのようなセンサアセンブリ１２０に存在する１つまたは複
数のセンサに関するデータを含んでもよい。外部計算装置１０は、この生データを使用し
て、例えば、ディスプレイ１２上にセンサアセンブリ１２０からの生の温度情報を提示し
、および/または変換患者温度値、例えば、口腔、直腸、腋窩、鼓膜など、を計算又は決
定し、その後表示することができる。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、温度計１００は、計算モジュール１１２によって制御可能な
１つまたは複数の照明装置を有してもよく、温度測定が進行中であること、完了したこと
、および測定温度の状態、の１つまたは複数のインジケータを提供する。例えば、照明装
置は、単一の赤色ＬＥＤと単一の緑色ＬＥＤを含んでもよく、異常温度が検出されると赤
色ＬＥＤが発光され、正常温度が検出されると緑色ＬＥＤが発光する。これらのＬＥＤの
一方または両方は点滅して、例えば、温度測定が進行中であることを示してもよい。ある
いは、照明装置は、患者の温度を測定するプロセスを示すＬＥＤのような複数のライトを
有してもよく、温度が測定されているときに発光するライトが増えてもよく、そしてすべ
てのライトが点灯しているとき、ユーザは温度測定プロセスが完了したことを知ることが
できる。あるいは、温度計は、温度測定プロセスが開始しているときに作動するとともに
温度計が使用可能なときに終了している等の振動機構および/またはスピーカーを有して
もよい。
【００３３】
　当業者であれば、本発明は、多くの用途を有し、様々な方法で実施されてもよく、前述
の実施形態および実施例によって限定されるものではないことを理解するであろう。本明
細書に記載された異なる実施形態の任意の数の特徴を単一の実施形態に組み合わせること
ができ、特定の要素の位置を変更することができ、本明細書に記載された特徴の全てより
も少ないまたはより多い特徴を備える代替の実施形態が可能である。機能性は、現在知ら
れている、または知られるようになる方法で、全体的または部分的に、複数の構成要素に
分散されてもよい。
【００３４】
　当業者であれば、本発明の広い発明概念から逸脱することなく、上述の実施形態に変更
を加えることができることが理解されよう。したがって、本発明は開示された特定の実施
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形態に限定されず、本発明の精神および範囲内の変更を含むことを意図されていることが
理解される。本発明の例示的な実施形態に適用される本発明の基本的な特徴が示され説明
されたが、開示された発明の形態および詳細の省略および置換および変更が、本発明の精
神から逸脱することなく当業者によってなされてもよいことが理解されよう。さらに、本
発明の範囲は、当業者に理解されるように、本明細書に記載された構成要素の、従来公知
の、将来開発される変形および修正を含む。

【図１】 【図２Ａ】
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